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浜名湖花博20周年記念事業

「デジタル田園都市」の拠点
会期：令和６年（2024年）４月６日（土）
　　　　　　～６月２日（日）（58日間）

＜浜名湖周辺の地域資源＞
 ・美しい自然（浜名湖）     ・豊かな食材
・歴史に培われた文化  ・ゆとりのある暮らし空間
・活力ある産業

ガーデンシティ

  [浜名湖花博20周年記念事業]テーマ

～レイクハマナ　デジタル田園都市～
ガーデンシティ

花･緑にあふれた環境と先端技術との融合による
「心豊かな暮らし（Well-being）」
「持続可能な環境・社会・経済（Sustainability）」
「地域発の産業革新（Innovation）」
を体感できる実験場

  目指す方向性

Ⅰ　心豊かな暮らし（Well-being）

環境と調和の取れた景観（浜名湖、Ｈｏｒｔｉｃｕｌｔｕｒｅ）
新たなツーリズムのネットワーク拠点化

（ガストロノミー、ガーデニング、サイクリング）
ワーケーション

Ⅱ　持続可能な環境・社会・経済（Sustainability）

持続可能な公園づくり
生物多様性の保全

ゼロエミッションの実現

Ⅲ　地域発の産業革新（Innovation）

公園のスマート化
農業のスマート化

スマートモビリティの導入
バーチャルガーデンパークの先導モデル化

集客目標：50万～55万人

会期：令和６年（2024年）３月23日（土）
　　　　　　～６月16日（日）（86日間）

集客目標：40万人

環境と調和し、持続可能な社会を前提
とした新たな暮らしの創造

はままつフラワーパーク

    開催意義

＜ポストコロナ時代　本県の戦略＞

「デジタル田園都市」の実現
～技術、サービスの実証モデル～

ガーデンシティ

＜ポストコロナ時代　国家戦略＞

「デジタル田園都市」
ガーデンシティ

「人・自然・テクノロジーの架け橋」

デジタル田園都市

ガストロノミーツーリズムの推進
水産資源の回復
農福連携の推進

Ⅰ　「地域循環共生圏」の形成

スマート農業の推進
次世代自動車開発の推進

カーボンニュートラルの推進

Ⅱ　富をつくる産業の展開

DX（デジタルトランスフォーメーション）  の推進
食と花の都づくり

ガーデンツーリズムの推進

Ⅴ　多彩な交流の拡大

サイクルスポーツの聖地づくり
自然公園等の適切な管理

Ⅳ　地域の魅力向上と発信

Ⅲ　魅力ある暮らしの実現

ガーデンシティ

デジタルの実装を通じて、地方都市の個性を
生かしながら、生活の質や生産性を向上させ
ることで、地域社会と世界を結び、自由で開
かれた「ポスト東京時代」の未来都市を創造
する。 

【田園都市国家構想】
都市に田園のゆとりを、田園に都市の活力を
もたらし、両者の活発で安定した交流を促し、
地域社会と世界を結ぶ、自由で、平和な、開
かれた「田園都市国家」を目指す。
 

静岡県が目指す

ふじのくに

主催：浜名湖花博20周年記念事業実行委員会
・構成員　会長１名、副会長２名、委員３２名、監事２名
・会長　静岡県知事　　　副会長　浜松市長、湖西市長

広報プロモーション圏域

静岡県全域及び愛知県東部
　　　　　　　　 600万人
（重点地域）
静岡県西部及び愛知県東三河地域

　　　　　　　　205.8万人


